
 

質疑応答の時間では、複数の質問もあり

活発に意見交換することができました。 

当院における看護研究発表会は、約30年以上続く歴史ある会です。 

看護研究を通して、日々の臨床で無意識に行っていた事への意味付けや、今後取り組

むべき課題に気づくきっかけになる会としています。人生 100 年時代、看護職とし

て働き続けていくためには、基礎教育に加えて、専門性の維持・向上のための機会と

しています。（看護部長） 
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